
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

促進協ニュース 
発行：座間市基地返還促進等市民連絡協議会 発行日：平成 24年 5月 28 日 事務局：座間市特定政策推進室 046-252-8307（直通） 

回 覧 

平成2４年度定期総会開催 

 

第１１号 

去る 4月 20日に平成 24年度座間市基地返還促進等

市民連絡協議会定期総会をハーモニーホール座間大

会議室で開催しました。総会では、キャンプ座間に関

する協議会第 4回代表幹事会について（裏面参照）市

からの報告後、「平成 23年度事業報告及び収支決算並

びに監査報告」、「平成 24年度事業計画案及び予算案」

等について審議されました。 

 また、会議の冒頭、会長（市長）からキャンプ座間

の一部返還に関するこれまでの経過と今後の取り組

みを含めて、次のとおりあいさつがありました。 

 

≪会長あいさつ要旨≫ 

 キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区の一部返還に

ついては、昨年１０月３１日に日米合同委員会で基本

合意がなされ、その後に開催された「キャンプ座間に

関する協議会第１０回幹事会及び第１１回幹事会」に

おいて、市から返還跡地の一部を消防庁舎の建て替え

地として活用できるか提案申し上げたところ、国には

極めて柔軟かつ理解ある対応をしていただきました。

そして、４月１２日の第４回代表幹事会におきまし

て、改訂返還跡地利用構想（右図参照）を正式に合意

することができました。今後はこの利用構想に基づき

跡地利用の具体化を進めていきたいと思います。 
 
 

  

特に、病院誘致につきましては、県の保健医療計画の

改定作業の中で、病床数について一定の成果をだして

いただくよう強くお願いする時期になってきており、

今年度末には大きな山場を迎えるものと思います。今

年度も皆さんのお力添えをいただきながら、キャンプ

座間（座間市域分）の 8.7%を占める一部返還地（約

5.4ha）の最終的な確定、そして、返還を負担軽減が

実感できる形で一日もはやく実現するべく取り組ん

でまいりますので、よろしくお願いします。 

促進協ニュースは、図書館、公民館、北地区文化センター、東地区文化センター、立野台、新田宿・四ツ谷、小松原、東原、

相模が丘、相武台、ひばりが丘、栗原の各コミュニティセンターに置いてあります。ご自由にご覧ください。 

 

 

平成 24 年 4月 20 日定期総会の様子 

 

 

第 4回代表幹事会で国と合意された返還跡地利用構想図 

 

【平成２４年度事業計画及び予算】 

 事業計画については、市総合計画に基づく基地の

整理・縮小・返還の促進及び負担の軽減策等に関す

ることについての協議、促進協ニュースの発行、基

地視察等に決定しました。 

予算は 280,020 円と決定しました。（歳入は市から

の補助金等、事業費は基地視察関係費、消耗品費等) 

 

http://www.city.zama.kanagawa.jp/ 

 



第４回代表幹事会協議内容（まとめ） 

１ 日 時 平成 24 年 4 月 12 日(木) 14：30～15：30   ２ 場 所 防衛省 

３ 出席者 防衛省  ：山内地方協力局長、 山本南関東防衛局長 

座間市  ：遠藤市長、小野市議会議長、渡辺市基地返還促進等市民連絡協議会副会長

神奈川県 ：古尾谷副知事 

４ 会議の概要 

 ① キャンプ座間に関する協議会運営要領の改正 

    平成２３年４月の座間市の組織改編に伴うキャンプ座間に関する協議会運営要領の改正案につい

て協議を行い、改正案どおり改正することとした。 

 ② 第９回から第１１回までの幹事会での協議内容の報告 

  第９回から第１１回までの幹事会での協議内容を報告した。 

 ③ 負担軽減策の具体化 

    座間市から、昨年１０月に日米合同委員会においてキャンプ座間の一部返還にかかる基本合意が

なされたこと及び防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づく特定防衛施設関連市町

村として座間市が追加指定されたことについて、謝意が示された。また、座間市から、第１１回幹事会

において市が提示した『改訂キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区返還跡地利用構想』に基づき返還

跡地利用を進めることについて、防衛省に確認がなされ、防衛省から、「座間市から提示された利用

構想を基本として座間市をはじめ関係機関と密接に調整してまいりたい。」との回答があり、今後は

『改訂返還跡地利用構想』に基づき、チャペル・ヒル住宅地区の返還跡地利用を進めていくことで意

見が一致した。次に、座間市から、「返還跡地への病院誘致について、仮に病床数が確保でき病院

選定ができた場合、最短で平成２８年春の開業を目標としている。この目標達成に向け、引き続き、防

衛省の協力をお願いする。」との発言があり、これに対し、防衛省から、「座間市が実施する病院誘致

の進捗状況を十分伺い、それを踏まえ、宿舎建設同様、できる限り早期に整備できる方策を考え、関

係機関と必要な調整を実施していく考えである。」との説明があった。さらに、座間市から、「できる限り

早期に整備できる方策とはどのようなものか。」との発言があり、これに対し、防衛省から、「具体的な

方策については、病院誘致の進捗状況を十分伺い、それを踏まえ、検討していく。」との説明があっ

た。 

次に、座間市から、「平成２４年度の返還予定地に係る予算の概要と平成２５年度以降のスケジュ

ールについて示してもらいたい。」との発言があり、これに対し、防衛省から、「平成２４年度予算につ

いては、境界柵等米側施設の移設等に係る経費として約１９億円及び敷地造成費等として約８億円

の予算を確保している。陸自家族宿舎については、今年度から、調査・設計、敷地造成工事に着手し

たいと考えており、座間市においては、事業の円滑な実施について協力をお願いする。」、「平成２５

年度以降のスケジュールについては、米側との調整や予算との関連があるため現時点で具体的に示

すことは困難である。」との説明があった。これに対し、座間市から、「『改訂返還跡地利用構想』を実

現するために必要な協力は実施していく。」との発言があり、また、「今後のスケジュールについて、で

きるだけ早い時期に明らかにするよう求める。」との要請がなされた。 

次に、座間市から、「平成２３年度に国有提供施設等所在市町村助成交付金が減額となった。総

務省へ交付金の増額を要請するよう強く求める。」との発言があり、これに対し、防衛省から、「市の要

望については、引き続き、総務省へ要請する。」との説明があった。さらに、座間市から、「本日、意見

の一致をみた『改訂キャンプ座間チャペル・ヒル住宅地区返還跡地利用構想』の具体化に当たり、返

還地の処分に係る財務省との調整や防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づく措置

等について、引き続き、防衛省の積極的な協力をお願いする。」、「基地負担軽減の観点から、キャン

プ座間における諸課題の解決に向けて引き続き努力をお願いする。」との発言があり、これに対し、防

衛省から、「座間市及び座間市民の負担軽減策について、幹事会等の場で引き続き協議してまいり

たい。」との発言があった。 
 

 

 

 

  

キ ャ ン プ 座 間 に 関 す る 協 議 会 報 告 


